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〈環境方針〉〈経営方針〉

はじめに

「真心のサービスで、お客様に安全と安心を提供しよう」
令和2年から続くコロナ感染症も、5月に感染症法上 5類引下げとなり、巷にも活気が戻りつつあります。

そのような中、トラック業界におきましては、「2024年問題」と言うトラックドライバーの残業規制が始まります。

私ども、整備業界におきましても、トラックの稼働率低下は整備入庫の減少に直結する可能性もあり、憂慮す

べき問題です。事実、ここ数年に渡り、トラック整備を生業とする整備会社は好調な売上を上げて来ました。

この売上増加は宅配個数の取扱増加も要因の一つと思われます。発注した商品が翌日に届けられる、私が

子供の頃では考えられなかった社会です。少々サービスが行き過ぎてはいないでしょうか？

トラック整備80年、私が常に整備士に声を掛ける言葉があります。「急がば回れ」 少し遅くても確実で安全・安

心な仕事が評価される会社であって欲しいと思います。旧いですか？

2023年 4月九州安全モーター株式会社 代表取締役社長 多良木 通康筥崎宮参道

環境経営

【企業理念】
「真心のサービスで、お客様

に安全と安心を提供しよう」

【行動方針】
わたしたちは3つの“Ｓ”+“ｅ”

にこだわります。

①スピーディに、②セーフティに、

③システマティックに、そして

④エコロジカルに。

物流の未来を支え、その使命を果た

すスペシャリストでありたいと願って

います。

（一分でも一秒でも早く、確実に安全に、最

高の状態で車が発進できるよう、盤石のシ

ステムを備えます）

【環境理念】
 当社は、福岡県北部地域において、自動車整備を通じてお客様へ

「安全と安心を提供する」ことを使命として企業活動を展開しています。

この企業活動においては、環境問題との関わりや環境の視点から

地球環境の保全に対する取組をおこなうことにより、次世代へ承継で

きる環境の実現を目指します。

1、 二酸化炭素（CO2）排出量を削減します。

2、 廃棄物のリサイクル、循環資源化による排出量を削減します。 

   3、 水使用量の削減に努めます。

4、  環境に配慮した商品の販売及びエコ整備に努めます。

5、 コンピューター診断機により将来の故障箇所を予測し、お客様

     の車の故障を未然に防止することで、環境に貢献します。

6、 使用する化学物質の適切な管理に努めます。 

   7、 ｸﾞﾘｰﾝ購入に努めます。

   8、 事業活動に関連する環境関連法規や条例等を遵守します。

9、 事故、苦情、整備ﾐｽ、ｸﾚｰﾑをなくし整備品質の向上を目指し

  ます。

10、 新規のお取引先を拡充し、ｴｺｱｸｼｮﾝの理念を間接的に社会に

広め、環境経営・環境社会の実現を目指します。

11、 この環境方針を全従業員で共有し、研修や教育を通じて

環境保全に向けた意識の向上に努めます。

九州安全モーター株式会社

代表取締役 多良木 通康

制定 平成21年11月1日

改訂 令和元年6月20日

【行動指針】
      当社は環境保全を最重要課題として環境関連法規等及びその他

    要求事項を遵守すると共に、環境負荷の低減に配慮した活動に

    取組ます。そのためには以下の行動指針を定め、定期的に見直し

を行い継続性のある活動を展開します。
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1938 1937 トヨタ自動車工業設立
（昭和13年） 福岡において株式会社安全自動車を創立 1938 ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ誕生 1939 第二次世界大戦勃発

1948 本田技研工業設立
1951 1945 太平洋戦争終結

（昭和26年） 福岡陸運局長認証工場となる 1953 富士重工業創立
1950 朝鮮戦争勃発

1955 1955 ﾄﾖﾀｸﾗｳﾝ発売
（昭和30年） 有限会社安全モーターに改称

1958 ｽﾊﾞﾙ360発売 1958 東京ﾀﾜｰ開業
1963

（昭和38年） 福岡いすゞ・福岡日野の協力工場となる 1964 「鉄腕ｱﾄﾑ」TV放映

1965 運輸大臣認定二級重整備工場となる 1965 ﾄﾖﾀ200ＧＴ発表
（昭和40年)

1964 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開催
1966 1966 日産とﾌﾟﾘﾝｽが合併

(昭和41年） 福岡日野自動車指定工場となる ﾄﾖﾀｶﾛｰﾗ発売 1966 「ｳﾙﾄﾗﾏﾝ」TV放映開始
福岡陸運局長指定工場となる

ポールトレーラー制作認可工場となる

1967 九州三菱ふそう自動車指定工場となる 1967 ﾏﾂﾀﾞ・ｺｽﾓｽﾎﾟｰﾂ発売
（昭和42年） 北九州市小倉北区西港町に小倉工場新設

小倉工場＝福岡陸運局長認証工場となる

1968
（昭和43年） 1969 日産ｽｶｲﾗｲﾝＧＴＲ発表 1968 「週刊少年ｼﾞｬﾝﾌﾟ」創刊

1970 1970 大阪万博開催
1971 新宮工場・小倉工場に小型工場新設

（昭和46年） 1972 ﾎﾝﾀﾞ・ｼﾋﾞｯｸ発売
環境庁が排ガス規制案を発表

1973 ﾎﾝﾀﾞ・ｼﾋﾞｯｸのCVCCｴﾝｼﾞﾝが
1974 ｶｰｵﾌﾞｻﾞｲﾔｰ選出

（昭和49年）
1976 ﾋﾟﾝｸﾚﾃﾞｨｰﾃﾞﾋﾞｭｰ

1977
（昭和52年） 1978 ｷｬﾝﾃﾞｨｰｽﾞ解散

1988 日産ｼｰﾏ発売
1989 ﾄﾖﾀ・ｾﾙｼｵ発売 1988 ｿｳﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

ﾊﾞﾌﾞﾙ絶頂期
1995 1995 Windous95発売

（平成7年）

1996 1997 「たまごっち」がﾌﾞｰﾑ
（平成8年） 1997 ﾄﾖﾀ・ﾌﾟﾘｳｽ発売

ﾃﾞｨｰﾗｰとなる。 1999 日産がﾙﾉｰと資本提携
2000 2000

（平成12年）
名称を九州安全モーター㈱に変更

2001 2001 ﾎﾝﾀﾞﾌｨｯﾄ発売 2001
（平成13年）

2005 ﾚｸｻｽが日本開業
2008 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

2010 2010 日産ﾘｰﾌ発売
（平成22年） 2011 東日本大震災

2012 2012 ﾄﾖﾀﾌﾟﾘｳｽPHV発売
（平成24年）

2018
（平成30年）

2020 2020 ﾖｰﾛｯﾊﾟ・中国等がＥＶ車戦略を表明 2020 ｺﾛﾅｳｲﾙｽが世界中に蔓延
（令和2年） 3工場が特定整備の認証取得 2030年半ばまでにＥＶ車100％等 2021 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開催

2021 小倉工場建替え計画に着手 2021 SONYがEV発表 2022 北京冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開催
（令和3年） 中期経営計画発表 2022 日野自動車が型式取消処分 ロシアがウクライナに侵攻

2022 2023 ﾖｰﾛｯﾊﾟが2035年ｶﾞｿﾘﾝ車販売禁止 2023 日本がﾜｰﾙﾄﾞｸﾗｼｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ

を撤回 優勝

自動車業界の歴史 社会の動き

日野・日産・いすゞがﾉｯｸﾀﾞｳﾝ生産開始

九州安全モータースと改称　資本金1000万円に増資

箱崎工場新設＝福岡陸運局長認証工場となる

ｱﾒﾘｶで大気浄化法改正法（ﾏｽｷｰ法）制定

古賀工場を新設、堅粕工場を古賀工場に移転

ボルボ・トラックジャパン㈱（現UDﾄﾗｯｸｽ）正規

小倉工場＝運輸大臣認定一種整備工場となる

年表　　九州安全モーター株式会社

小倉工場＝福岡陸運局長指定工場となる

九州安全自動車商事と改称　資本金1500万円

に増資、整備部門を九州安全モーター㈱として発足　

堅粕自動車整備工場を買収し堅粕工場となる

新2000円札発行も流通せず

九州安全商事㈱が九州安全モーター㈱を吸収合併し

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｼｰ・大阪USJ開業

ｴｺｱｸｼｮﾝ21　10年継続表彰を受ける

箱崎工場が九州運輸局長指定工場になる

北九州支店にてエコアクション21認証取得

エコアクション21を古賀工場・箱崎工場に展開

株式会社にしけいの子会社となる

新宮工場を閉鎖し、古賀に小型工場を増設

沿革 自動車の普及期からバブル期を経て環境との共存へ

バ
ブ
ル
～
バ
ブ
ル
崩
壊(

失
わ
れ
た
二
十
年
）

環
境
の
時
代
へ
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　　○本社・古賀工場 所在地：福岡県古賀市青柳3108-7
敷地面積：7,240.66㎡(2,190坪）、建物面積2,606.79㎡（788.5坪）

正社員 ﾊﾟｰﾄ 平成8年築

4 1 ※役員含む

2

9

4 ＜主要設備＞

15 大型2柱ﾘﾌﾄ5基

4 大型車検ﾗｲﾝ

3 大型天井給油・ｴｱｰﾗｲﾝ

3 大型専用塗装ﾌﾞｰｽ

2 小型ﾘﾌﾄ3基

46 1 洗車機

（単位：百万） ﾄﾚｰﾗｰ・鈑金ﾗｲﾝ

牽引ﾍｯﾄﾞ2台

　○箱崎工場 福岡市東区箱崎ふ頭5-7-3
敷地面積：1,494.89㎡(452坪）、建物面積921.6㎡（278坪）

正社員 ﾊﾟｰﾄ 昭和52年築

3

2 ＜主要設備＞

3 小型ﾘﾌﾄ3基

2 4柱ﾘﾌﾄ2基

1 整備ﾗｲﾝ3ﾚｰﾝ

11 0 牽引ﾍｯﾄﾞ1台

（単位：百万）

○北九州支店・小倉工場

　○北九州支店・小倉工場 所在地：北九州市小倉北区西港町88-5

正社員 ﾊﾟｰﾄ 昭和42年築

5

3 ＜主要設備＞

10 大型2柱ﾘﾌﾄ1基

5 大型車検ﾗｲﾝ

2 小型ﾘﾌﾄ3基

6 牽引用ヘッド2台

31 0

（単位：百万）

483

古 賀 事 務

小型ﾒｶﾆｯｸ

大型ﾒｶﾆｯｸ

部 品 課

合　計

内 部 外 注

ﾎﾞﾙﾎﾞ指定工場

ﾎﾞﾙﾎﾞ指定工場

高圧変電施設

敷地面積：4,323.2㎡(1,307坪）、建物面積1,739.62㎡（526坪）

売上高

令和2年度

令和3年度 173

521

449

　■会社の状況

本 社

古 賀 営 業

内 部 外 注

外 部 外 注

営 業 部

令和2年度

令和4年度

拠　点

所在地：　　

人
　
員

売上高

568
589

合　計

拠　点

人
員

営 業

事 務

大型ﾒｶﾆｯｸ

小型ﾒｶﾆｯｸ

部 品 課

令和3年度

653

令和4年度 202

185

売上高

令和2年度

令和3年度

令和4年度

拠　点

人
員

営 業

事 務

大型ﾒｶﾆｯｸ

小型ﾒｶﾆｯｸ

部 品 課

合　計

2022年度 会社の概要（3工場）
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■概要
■環境管理責任者及び担当者

代表取締役社長　多良木　通康 （責任者）本社総務部石田　隆一

（担当者）本社総務部濵口　茂春

令和3年4月1日～令和4年3月31日迄 （連絡先） 092-942-1100
全組織、全従業員、業務委託会社、全活動 （ＵＲＬ）

【環境管理責任者】 ■主な資格保有者一覧
（2023/3/31現在）

2名

【環境管理副責任者】 人
1級整備士 2
2級整備士 40
3級整備士 11
検査員 25

2名 HV/LPG 8
大型免許 37

【環境管理実施責任者】 1名 牽引免許 16
31名 溶接作業 24

※内部外注先を含む ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 24
損保募集人 19

1名

39名
※本社・内部外注先を含む

1名

10名

8名 8名
〇中長期戦略の立案 〇特定整備に関する課題検証

〇技術革新への対応検討 〇ｴｰﾐﾝｸﾞ他技術ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

7名
〇法令順守意識の徹底

〇発生事案の検証と啓蒙

6名
〇厳正かつ」公平な運営

〇懲戒に基づく指導・育成

事務局

本社 加藤

7名 古賀 環境組織図は次貢
〇ＥＡ21結果の評価・検証 小倉
〇ＥＡ21の取組手法立案 箱崎 安藤、板越

篠崎、山口

高巣、栃原

監
査
役

懲戒委員会

EA21委員会

経営企画
委員会

総務副部長
濱口　茂春

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
委員会

https://kyusyu-anzen.co.jp

保険部

整備技術の
高度化部会

資　格

その他

小倉工場長
牧野宗治

古賀工場長
中島徹

箱崎工場長
池田秀樹

営業部

株
主
総
会

取
締
役
会

経理課

総務部長
石田隆一

【最高責任者】

社
長

多
良
木
通
康

（対象事業年度）

（対象範囲）

（ 社 名 ） 九州安全モーター株式会社
（代表者）

（資本金） 3,500万円

　　自動車整備、鈑金塗装、中古車販売及び損害保険代理店(事業活動）

人事・総務課

組 織 図

2022年度 会社概要と組織
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（人）

2 役割分担表
2 出向1 ■本社・古賀工場

【株主】 4

（人）

【環境管理実施責任者】 8

1

18

1 4

【最高責任者】 3

34

1

1 2

2

【環境管理実施責任者】 5

3

1

1 17

2

【環境管理責任者】 2

25

2

1 3

1

【環境管理副責任者】 6

【環境管理実施責任者】 （人）

2

1 0

1 5

2

1

10

総計 90

【環境管理実施責任者】

環境役割 役職 氏名

最高責任者 社長 多良木通康

役割・責任・権限
・環境方針の設定、環境への改善を実施する為の資源の準備、全体の評価と見直し等

会社全体を統括する。

環境役割 役職 氏名

環境管理責任者 部長 石田　隆一 また、ｅａ21の文書類の作成・維持管理において会社全体を指導する。

環境役割 役職 氏名

環境管理副責任者 副部長 濵口　茂春

役割・責任・権限
・環境管理責任者を補助し、環境経営ｼｽﾃﾑを会社全体に浸透させる手段を講じる。

環境経営ｼｽﾃﾑを維持する為に部門の会議を主催し意見や手段の取り纏めを行い、

ｽﾑｰｽﾞなｼｽﾃﾑの運営を目指す。

役割・責任・権限
・環境経営ｼｽﾃﾑを構築し、その状況を社長（最高責任者）へ報告する。

㈱にしけい

部長　石田隆一

副部長　濱口　茂春

社長　多良木通康
委託　藤田

役割・責任・権限

の実施状況を審議し、部門会議を主催進行する

ＥＡ文書及び記録の作成、維持、管理の補助

3Ｓ活動、安全衛生推進補助
ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進、事故・苦情の防止と対策

箱崎工場の環境目標の達成状況及び活動計画

の実施状況を審議し、部門会議を主催進行する

の実施状況を審議し、部門会議を主催進行する

氏名 役割・責任・権限

ＥＡ文書及び記録の作成、維持、管理の補助

中島
石田

ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進、事故・苦情の防止と対策

の立案、防火・防災担当

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進、車輛の燃料消費確認、ｽｷｬﾝ

3Ｓ活動、安全衛生推進補助

中島
石田

古賀工場の環境目標の達成状況及び活動計画

ﾂｰﾙの顧客提案

ﾘｻｲｸﾙ部品の利用促進、ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進

篠崎
井原

椿山

工場長　池田秀樹

営業

ﾌﾛﾝﾄ

整備

事務

部品

委託　田上
委託　江口/中村

委託　椿

委託　松尾

営業

営業
ﾌﾛﾝﾄ
整備

ﾌﾛﾝﾄ

事務
部品

委託　みのり

環境役割

環境管理実施責任者

役職 氏名

工場長
中島　徹

役割分担表

ﾂｰﾙの顧客提案

氏名

池田

上原

岡

3Ｓ活動、安全衛生推進補助
ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進、事故・苦情の防止と対策

の立案、防火・防災担当

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進、車輛の燃料消費確認、ｽｷｬﾝ

役割・責任・権限
箱
崎
工
場

ＥＡ文書及び記録の作成、維持、管理の補助

について把握し、環境目標の達成状況及び活動計画の実施状況を監視、ｱﾄﾞﾊﾞｲｽする。

防災・防火責任者、安全衛生推進者、省エネ機材導入計画、効果測定、環境事故報告等。

・工場でのあらゆる環境問題について、ＥＡ２１事務局から報告を受け、また各部の環境問題

池田　秀樹
牧野　宗治

小
倉
工
場

松野 ﾘｻｲｸﾙ部品の利用促進、ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進

■箱崎工場

本
社
・
古
賀
工
場

事務

保険

■小倉工場
氏名 役割・責任・権限

栃原

上野

有川

深松

の立案、防火・防災担当

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進、車輛の燃料消費確認、ｽｷｬﾝ

ﾂｰﾙの顧客提案

ﾘｻｲｸﾙ部品の利用促進、ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用促進

小倉工場の環境目標の達成状況及び活動計画

工場長　中島徹

整備
事務
部品

工場長　牧野宗治

2022年度 環境組織図及び実施体制
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Ｒ1年度～Ｒ4年度中期環境目標 青が当該年度

単位

ｴｺ台数/総
整備台数％

月1回の全
体清掃日

件数

件数

青が当該年度

❷本社・古賀工場
単位

ｴｺ台数/総
整備台数％

月1回の全
体清掃日

件数

件数

❶全　社 ※基準年のH30年は電気排出係数は0.613でしたので、下段に排出係数
0.463とした場合の単位CO2排出量を試算しております。

※基準年のH30年は電気排出係数は0.613でしたので、下段に排出係数
0.463とした場合の単位CO2排出量を試算しております。

新規取引稟議の提出 9 10 11 14 15

苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 9 8 8 5 4

18%

3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視 ← ← ←

1.1
-4% -11% -14% -21%

エコ整備・エコ車検の推進 14% 15% 16% 17%

水資源使用量の削減 ㎥／百万 1.4
1.3 1.2 1.2

6.1 6.0
-2% -3% -5% -6%

10.5
-1% -2% -3% -5%

10.7

廃棄物総排出量の削減 t／台数 6.3
6.3 6.2

軽油使用量 ℓ/百万 11.0
10.9 10.8

電気使用量
ｋWh/百

万 276

ガソリン使用量 ℓ/百万 25.3

灯油使用量 ℓ／百万 2.1

265

24.0 23.5
-2% -3% -5% -7%

3.7
90% 86% 81% 76%

3.8

24.8 24.5

4.0 3.9

262 259
-3% -4% -5% -6%

203
-19%(-4%) -21%(-7%) -22%(-7%) -23%(-8%)

268

二酸化炭素排出量削減
ｋｇｰCO2
／百万

262
(221)

213 206 204

電気排出係数0.463を使用

環境目標 H30年度実績 R1年度(2019） R2年度(2020） R3年度(2021） R4年度(2022）

新規取引稟議の提出 16 20 24 31 35

苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 20 18 17 13 10

15.5%

3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視 ← ← ←

1.0
4% 0% -8% -17%

エコ整備・エコ車検の推進 10.8% 12.3% 13.5% 14.6%

水資源使用量の削減 ㎥／百万 1.2
1.2 1.2 1.1

5.3 5.1
-2% -4% -5% -9%

18.0
-2.0% -4% -5% -6%

18.1

廃棄物総排出量の削減 kg／台数 5.6
5.5 5.4

軽油使用量 ℓ/百万 19.1
18.7 18.4

電気使用量
ｋWh/百

万 204

ガソリン使用量 ℓ/百万 21.1

灯油使用量 ℓ/百万 8.4

190

19.9 19.8
-1.0% -3% -6% -6%

7.9
-1% -4% -5% -6%

8.0

20.9 20.4

8.3 8.1

189 188
-4% -7% -7% -8%

199
-15%(-4%) -17%(-6%) -18%(-7%) -19%(-8%)

195

二酸化炭素排出量削減
ｋｇｰCO2
／百万

245
(215)

208 203 200

電気排出係数0.463を使用

環境目標 H30年度実績 R1年度（2019） R2年度(2020） R3年度(2021） R4年度(2022）

2019年度～2022年度 中期環境目標（❶全社、❷本社・古賀工場）
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Ｒ1年度～Ｒ4年度中期環境目標 青が当該年度

単位

ｴｺ台数/総
整備台数％

毎週1回の
場外清掃

件数

件数

青が当該年度

❹北九州支店・小倉工場
単位

ｴｺ台数/総
整備台数％

毎週1回の
場外清掃

件数

件数

※基準年のH30年は電気排出係数は0.613でしたので、下段に排出係数
0.463とした場合の単位CO2排出量を試算しております。

※基準年のH30年は電気排出係数は0.613でしたので、下段に排出係数
0.463とした場合の単位CO2排出量を試算しております。

❸箱崎工場

苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 9 9 8 7 5

新規取引稟議の提出 4 8 10 12 15

エコ整備・エコ車検の推進 7.9% 8% 10% 11% 12%

3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視 ← ← ←

水資源使用量の削減 ㎥／百万 1.3
1.3 1.2 1.1 1.0
0% -8% -15% -23%

廃棄物総排出量の削減 kg／台数 6.2
6.0 5.9 5.8 5.6
-3% -5% -6% -10%

軽油使用量 ℓ/百万 34.3
34.0 33.6 33.2 33.0
-1% -2% -3% -4%

ℓ/百万 15.0
15.0 14.8 14.6 14.5

0% -1% -3% -3%

電気使用量
ｋWh/百

万 137
136 135 134 133
-1% -1% -2% -3%

灯油使用量 ℓ/百万 18.8
18.8 18.6 18.5 18.4

0% -1% -2% -2%

ガソリン使用量

二酸化炭素排出量削減
ｋｇｰCO2
／百万

256
(235)

234 231 229 228
-9%(-0.4%) -10%(-1.7%)-11%(-2.5%) -11%(-3%)

電気排出係数0.463を使用

環境目標 H30年度実績 R1年度（2019） R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022）

苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 1 1 1 1 1

新規取引稟議の提出 3 2 3 5 5

エコ整備・エコ車検の推進 8.0% 9% 10% 11% 12%

3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視 ← ← ←

水資源使用量の削減 ㎥／百万 0.3
0.3 0.2 0.2 0.2
0% -17% -17% -17%

廃棄物総排出量の削減 kg／台数 3.2
3.1 3.0 2.9 2.8
-3% -6% -9% -13%

軽油使用量 ℓ/百万 6.0
5.4 5.3 5.1 5.0
-5% -7% -9% -12%

ℓ/百万 23.8
22.7 22.1 21.6 21.0
-5% -7% -9% -15%

電気使用量
ｋWh/百

万 151
135 130 127 124
-11% -14% -16% -18%

灯油使用量 ℓ／百万 1.3
1.3 1.2 1.2 1.1
0% -8% -8% -15%

ガソリン使用量

R3年度（2021） R4年度（2022）

二酸化炭素排出量削減
ｋｇｰCO2
／百万

167
(144)

133 129 125 122
-20%(-7%) -23%(-10%) -25%(-13%) -27%(-15%)

※R1年度より売上高予想を185.2百万にしています。 電気排出係数0.463を使用

環境目標 H30年度実績 R1年度(2019） R2年度(2020）

2019年度～2022年度 中期環境目標（❸箱崎工場、❹北九州支店・小倉工場）
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目標 実績
目標
評価

担
当

取組みの
評価

△ △
× ×
× ×
△ △
× 〇
△ △
○ 〇
△ 〇

■二酸化炭素排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

1,003 1,113 1,140 1,172 1,213 1,202 1,244 1,262
292 266 267 245 205 202 203 199 101,909

159,932

151,398153,335 159,932

202

101,962146,738 104,947
140,746 143,429

205
261,841

143,200 145,915 151,167
ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2

二 酸 化 炭 素 排 出 削 減 kg-co2/百万

101,909
242,357

203
252,023
100,624

燃料ℓ-co2 149,597 140,395

190

150,405

Ｃ Ｏ 2 排 出 量 kg-co2 292,797 296,320 304,502 287,484 248,376
266 267 245

1,202.4 1,375.5売 上 高 （百万） 1,112.9

山口

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認

・外出、退出時の机上整理

単位

1,002.9

令和3年度

1,244.8

令和2年度

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
・ﾘｰｽ物件の所在確認と安全対策

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数 10

292

令和4年度平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

1,139.6 1,172.1 1,213.3

・科学的な分析による訪問活動（営業部）
新規取引先数の拡大 井原 〇件数 35 20 ×

3Ｓの推進 西山

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認

石田

23 中島

項目

・新規顧客開拓の定着（紹介運動の展開）

・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨と、リビルト業者への交換部品の提供

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

・産業廃棄物置き場の環境改善（屋根設置による雨水防止）

・工場の整理整頓・片付けの徹底

・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

・保管場所の徹底と分別管理

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減 ｋｇ/台数 5.1 6.3 ×

総排水量の削減 ㎥/百万 ○1.0 0.8

エコ車検・エコ整備の推進 ｴｺ台数/総

整備台数% 15.5% 10.0 ×

△

篠崎・洗車時間の短縮化

・総務を中心に漏水懸念箇所の早めの点検を実施する

〇

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙを利用した顧客への提案
×

・事故情報の共有化と水平展開

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加

軽油使用量 ℓ/百万 18.0 21.8 ×

ガソリン使用量 ℓ/百万

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ

7.9 7.0 ○
・冬場の暖房燃料の削減（ﾋｰﾄﾃｯｸ下着の支給検討）

篠崎 〇・事務所の冷暖房使用開始時間の管理

・洗浄油としての利用を代替設備で置き換える

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制
・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」シール貼り付けの継続実施

安永 〇

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

安永 ×・同方向納引きの効率的な行動

・小倉工場のﾍｯﾄﾞ増車影響をﾁｬｯｸする

・省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰより、ｴｱｺﾝｺﾝﾄﾛｰﾗｰ操作手順書を入手

環境経営目標項目
単
位

令和4年度（2022年度）

・古賀工場はﾃﾞﾏﾝﾄﾞ引下の為に注力し92KWH→75KWHに

中島
〇

40％ダウン型新型キュービクル導入（他工場への実験）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

二酸化炭素排出量
kg-co2/
百万 199 190 ○

灯油使用量

主な取組み内容

電力消費量

購入電力の排出係数　 0.463

ℓ/百万

19.8 17.9 ○
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

kwh/百万 188 160 ○

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

また省エネセンターの診断も受ける等努力し2年越しで入替

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）

・ｼｮｰﾄによる停電原因・場所の特定と切断によりﾃﾞﾏﾝﾄﾞ低下
中島

0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

〇

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（全社4-1）

0

50

100

150

200

250

300

350

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出削減 売上高

101,909, 
39%

159,932, 
61%

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2 燃料ℓ-co2

電気の比率が前年比1％低下しまし
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■電気使用量の削減

※3工場集計です

キュービクル交換効果（前年同月同日対比） （単位：ｋｗｈ） ■キュービクルは交換にあたり約40%ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ
した型を採用しました。

使用量に大きな減少はありませんが、デマンドが

毎月下がっており、今後もフォローします。

■3工場の電気使用量は漸減しております。

　令和元年の古賀・箱崎LED化および令和3・4年度、

　ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ引下に成功した結果です。

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

使用量ｋｗｈ233,609 238,033 246,602 239,380 226,666 220,220 217,331 220,105 　な結果です。今後も注意深く見ていきます。
単位使用量ｋｗｈ/百万233 214 216 204 187 183 175 160

※ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ掃除も自分達で2回/年実施しています。
■燃料系消費量削減

27年比

137%

63%

99%

68%

■燃料系消費量（実数値）
27年比

137%

87%

136%

93%

■ｶﾞｿﾘﾝの使用量ではＨ27年比▲13％削減しています。
　代車・営業車が増える中でｶﾞｿﾘﾝ消費量が減少しているのは

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　上記のｷｬﾝﾍﾟｰﾝｼｰﾙのおかげでお客様に燃料費をご負担い
ｶﾞｿﾘﾝ 28 28 27 25 25 23 24 22 　ただいているものと思われます。
軽油 22 22.8 23.2 22.3 23.1 24.3 27.7 26.49 ■実使用量において、ｶﾞｿﾘﾝを軽油が追い抜いきました。
灯油 10.20 10.50 12.00 9.80 9.80 9.70 9.20 9.20 　納車・引取りが増加する中でﾍｯﾄﾞの稼働が上がっている

　ものと思われます。
■燃料総使用量（実数値）でみても軽油以外は7年前と同じか
　減少しております。
　考えられる要因は下記の2つかと思われます。
1.燃費の良い代車に入替を推進した

2.ｷｬﾝﾍﾟｰﾝｼｰﾙでお客様に燃料を給油していただいた

平成30年度

1,213.3

10.3

12,234

24.9 23.6
20.4

1,112.9

20.5
20.7
19.0

21.1
19.1

11,858

10.6 8.1

平成29年度

平成29年度

1,172.1

8.4

1,375.5
24,632
30,039

令和4年度

ℓ 10,267 10,507 12,050 9,807 9,597
23,108

ガ ソ リ ン
軽 油

26,885 24,78327,742ℓ 28,460 25,134

令和元年度

1,139.6

22,394
灯 油

22,793

単位

（百万） 1,002.9

平成28年度

1,112.9
項　　目

売 上 高

平成27年度

ℓ/百万灯 油

ℓ 22,075

9.4

売 上 高 1,213.31,172.1（百万） 1,002.9

軽 油
ガ ソ リ ン ℓ/百万

ℓ/百万

1,139.6

　のは想定できますが、使用量が減少しているのは意外

18.7

令和元年度 令和2年度

1,244.8
28.4

平成28年度平成27年度単位項　　目 平成30年度

■売上高が増加する中で、単位使用量（KWH/百万）が下がる

平成30年度 令和元年度 令和2年度

1,112.9 1,139.6 1,172.1 1,213.3

令和3年度

1,244.8

ｋｗｈ 233,609

11,592

238,033 246,602 239,380

項　　目 単　位

1,202.4

平成28年度 平成29年度

売 上 高

使 用 量

電 気

交換前

226,666 220,220 217,331

（百万） 1,002.9

令和4年度

1,375.5

160174.6204 187 183

平成27年度

214 216kwh/百万 233

1/8～2/7 2/8～3/7 3/8～4/7

13,207 12,093

期間

220,105

5/8～6/7

14,280 12,216

11/8～12/7 12/8～1/7

交換後

8,880

8,48912,120 11,598

12,786

21.8

1,244.8
23,914

1,202.4

令和3年度

8.0 7.5
20.3

17.9

令和4年度

1,375.5
19.2
22.3

27,721

令和2年度

22,539

9,2829,805 9,661
24,385

1,202.4

令和3年度

23,201

22.0
7.0

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（全社4-2）
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210,000
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230,000

240,000
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200

250

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

電気使用量

使用量ｋｗｈ 単位使用量ｋｗｈ/百万

0

5

10

15

20

25

30

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

油種別燃料の比率

ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 灯油

0

2000
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6000

8000

10000

12000

14000

16000

11/8

～

12/7

12/8

～1/7
1/8～

2/7
2/8～

3/7
3/8～

4/7
5/8～

6/7

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ交換効果

交換前 交換後
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■廃棄物総排出量の削減

■古賀工場において、毎年8月に油水分離漕・
　場内側溝の清掃を実施します。1日で

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　20ｔ近い汚泥を除去します。
廃棄物排出量7.9 10.9 5.5 5.6 5.7 5.9 7.2 6.3 　その影響で排出量が大幅増加しています。
排出量80 117 124 131 141 142 180 162 ●平成27年との対比で、入庫台数は25％増加

　しています。しかし入庫台数を上回る産廃の
　排出量が増加しています。

■水資源使用量の削減

■水使用量は平成30年から減少を辿り、単位使用量で
　1.0を切る結果が出ました。

　　1.元栓閉め忘れの防止
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　　2.休日前の元栓ﾁｪｯｸ

1.6 1.5 1.5 1.2 1.2 1.1 0.8 0.8 　　3.夏場の花壇作り中止
1615 ### ### ### 1478 1365 1051 1137 　　4.ｳｲﾝｸﾞ車の水漏れﾃｽﾄ時の出しっ放し禁止

　　※残念ながら3.の効果が大です。

■エコ整備（スキャンツール）使用率

■使用率は10％を超えてますが、伸び悩んでいます。
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　2024年度からの完全移行を前に、十分ｽｷﾙを高めて
1,482 1,338 1,448 2,541 2,626 2,567 2,534 2,548 　おく必要があります。
7.4 6.3 6.5 11 11 10.6 10 10

■事故・ミス・クレーム削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

12 21 20 20 37 28 21 23 　今年度も場内外の接触事故が多数発生しました。
29 42 25 16 16 31 31 20 　100％ﾊﾞｯｸ誘導が出来ていますが、今期は場外や

　お客様先での接触が目立ちました。

　慣れない場所や難しい駐車はお客様にお任せします。

　また、降車確認等面倒臭がらない行動が大事です。

■新規取引稟議数も安定しておりましたが、やや減少
　しました。

1,432
1.21.5
1,478 1,365

新 規 取 引 先 件数 29 42 25

項目 平成29年度 平成30年度 令和元年度

21 20 20 37 28

平成27年度 令和2年度

件数

令和3年度

21

令和4年度

2312事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ

平成28年度

10.1

令和2年度 令和3年度

2,567
10.6

2,534
6.5 10.8

2,6261,448

平成29年度 平成30年度 令和元年度項目
台 数

台→％ 7.4 6.3

平成28年度単位

平成29年度平成28年度平成27年度 平成30年度 令和元年度

180141

令和2年度

5.6 5.7 5.9

142131

令和3年度 令和4年度

7.2

1,684 1,666㎥

平成28年度平成27年度

1.5
1,051

5.5

項目 単位

排出量（ｔ） ｔ

廃棄物排出量 ｋｇ/台数 7.9 10.9

㎥/百万

117 12480

6.3

162

1.1

令和2年度平成29年度

1,615使用量
水資源使用量

項目

1.6

スキャン使用
1,482 1,338台

単位

3116 16 31

■事故・ミス・クレームの削減は今一つの成果です。

20

令和3年度

0.81.2
1,137

令和4年度

2,548
10.0

令和4年度

0.8

平成30年度

10.7

令和元年度

平成27年度

2,541

単位

0

100

200

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

5.0

10.0

15.0
廃棄物総排出量の削減

排出量（ｔ） 廃棄物排出量

0

1000

2000

平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

1.0

2.0
水資源使用量の削減

使用量㎥ 単位使用量㎥/百万

0

10

20

平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

2,000

4,000
ｽｷｬﾝﾂｰﾙの使用率

ｽｷｬﾝﾂｰﾙ使用率 台数

0

50

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

50事故・ミス・クレーム削減

新規開拓数 事故・ミス・ｸﾚｰﾑ件数

2022度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（全社4-3）
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目標 担当 取組みの評価

0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

■4ｹ年計画（全社） 各年度削減率は対Ｒ4年度比 電気排出係数0.463を使用

月1回の全体

清掃日

件数

件数

※軽油使用量については営業上ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾄﾞ1台を配置の為大幅に増加しております。

椿山

高丘

岡田

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ

・ｳｲﾝｸﾞ車の漏水点検時の無駄な使用をﾁｪｯｸ

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

･ﾘｻｲｸﾙ部品業者に引き渡す

総排水量の削減 ㎥/百万

・漏水懸念箇所の早めの補修を計画的に実施する

0.8

・冬場の暖房燃料の削減（ベストの支給検討）

軽油使用量

ｋｇ/台数

・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

廃棄物排出量の削減 6.0

・保管場所の徹底と分別管理

ℓ/百万 7.2

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

・事務所部門のｴｱｺﾝの使用時間の制限（ＡＭ８:15～17：00）

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)

・ＬＥＤ化対策のない中でＣＯ２削減に向けた取組の真価が問われる

・工場間連携を図り、無駄な動きを抑制する

購入電力の排出係数　

・事務所の冷暖房使用開始時間の管理（ＡＭ8：15～17：00）

0.463

kwh/百万 158

・ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞの導入、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ類の支給

・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

灯油使用量

17.6

ｴｺ台数/総
整備台数％エコ整備・エコ車検の推進 10.0%

二酸化炭素排出量削減

6.87.1 7.0

ガソリン使用量

-3％
灯油使用量 ℓ/百万 7.0

+1％ 0％
7.2

ｋWh/百万 160

ℓ/百万

ℓ/百万
+18％

電気使用量

kg／台数

17.1 16.9

新規取引稟議の提出 20 22
苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減
3S活動の推進

0.7
0.8

0.8 0.8

23 30 30

← ← ←
23 16

30.0%

実施状況監視

12.3%

10
3Ｓの実施

14 10

5.5

157

190
0％

-2% -3% -4%

ｋｇｰCO2／百万 190
199 195

-1%
158

-2%

192
+3％ +1％+5％

155 154

-7%

24.8
+14％

23.824.3
+9％

16.7

+11％

17.6

-2%

-4%

+3％

-13%

17.9

-5%

25.7

R7年度(2025） R8年度(2026）R6年度(2024）令和4年度実績 R5年度(2023）単位

藤岡

・工場の整理整頓・片付けの徹底

・外出、退出時の机上整理

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

・新規顧客開拓の定着（訪問計画の毎週の提出）

3Ｓの推進 ・ﾘｰｽ物件の所在確認と安全対策

22
・科学的な分析による訪問活動（幹部による同行訪問）

新規取引先数の拡大 件数 井原

安武
・事故情報の共有化と水平展開（月次会議の進行変更）

16

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認（本社、営業にも警笛支給）

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数
・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認（組織・命令態勢の検討）

12.5%

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙを利用した顧客への提案

・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨
資
源
削
減

環境経営目標項目

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ
・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施

ℓ/百万

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

ガソリン使用量

・古賀工場のｷｭｰﾋﾞｸﾙﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ効果を測定する

二酸化炭素排出量

篠崎

篠崎

中島
久家

濵上199

主な取組み内容

単
位

25.7

電力消費量

令和5年度（2023年度）

安藤

kg-
co2/百
万

・2023年は電力消費の削減しかない中、小まめな節電を実施する

15.5% 28.0%

廃棄物総排出量の削減 6.3 6.0 5.8

0.7
0% -2%

-8%

0%
㎥／百万水資源使用量の削減

5.7
-10%

21.8軽油使用量

-6%

環境目標

ℓ/百万

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進

ｴｺ台数
/総整
備台
数%

2023年度環境経営目標・環境経営計画

2023～2026中期環境計画（全社4-4）
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目標 実績
目標
評価

担
当

取組みの
評価

〇 △
〇 ×
〇 △
× ×
× 〇
△ △

△ △
△ △

■二酸化炭素排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

481 544 551 547 558 568 589 653

288 257 259 262 212 198 195 174

ＬＰ1盤

 変圧器の入替 交換

工事

・毎月1回の全員定期清掃・車輛清掃

50,621

64,333
112,630

令和3年度

589
195

114,651
62,541

令和4年度

653
174

113,471
62,850

558 568

67,164
50,975 48,297

主な取組み内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

二酸化炭素排出量
kg-co2/
百万 203 174 〇

環境経営目標項目
単
位

令和4年度（2022年度）

・他工場にはないデマンド管理の徹底

山口
〇

・キュービクルの交換ダウンサイジング40％　令和5年1月実施

ℓ/百万 23.5 20.8

購入電力の排出係数　 0.463 0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

電力消費量 kwh/百万 259 208 〇

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

〇

〇
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)
久家

灯油使用量 ℓ/百万 3.7 0.6 〇
・冬場の暖房燃料の削減（ベストの支給検討）

篠崎 〇

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制ガソリン使用量 安永 〇

軽油使用量 ℓ/百万 10.5 10.7 ×

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

井原 △・箱崎工場との連携による無駄な活動の抑制

・事務所の冷暖房使用開始時間の管理　ｺﾝﾄﾛｰﾗｰで制御
・冬場の温水洗浄機の節水使用
・保管場所の徹底と分別管理

・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

・産廃置場の改修

高丘 ×

・地下配管の漏水の止水工事

・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

中島

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進
ｴｺ台数/
総整備
台数%

18% 13.4% ×
・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加

後藤 △

17

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認

中島

新規取引先数の拡大 件数 15 9

〇

×
・新規顧客開拓の定着

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

資
源
削
減

ｋｇ/台数 6 7.9 ×

総排水量の削減 ㎥/百万 1.1 0.6

廃棄物排出量の削減

〇

3Ｓの推進

・工場の整理整頓・片付けの徹底

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数 4

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

・花壇作りの取りやめ・・夏場の水やり

・OBD車検に向けた全数ｽｷｬﾝ

・外出、退出時の机上整理

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認

西山

・科学的な分析による訪問活動（営業部）
井原 △

・事故情報の共有化と水平展開

544 551 547売 上 高

Ｃ Ｏ 2排 出 量

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

kg-co2 138,250 139,894 142,403 143,421 118,139
212 198

電気kg-co2 86,341 88,522

二酸化炭素排出削減 kg-co2/百万

（百万）

項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

481
288 257 259 262

燃料ℓ-co2 51,909 51,373 51,906 50,831
90,497 92,590

52,110 50,621

62,850

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（本社・古賀工場4-1）
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700
二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出削減 売上高

62,850, 
55%

50,621, 
45%

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2 燃料ℓ-co2電気の比率が2％低下しました
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■電気使用量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

481 544 551 547 558 568 589 653
293 265 268 276 260 245 229 208 期間 5/7

交換前 ##

交換後 ##

■2023年1月、古賀工場では変圧器を最新型に変更しました。
40％のﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ型を導入し、基本使用料とﾃﾞﾏﾝﾄﾞ押下げ効果を
追跡調査していきます。
現在のところ、電気使用量に大差はありませんが、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞが大きく下がり
下がり、今後の電気料金を注視しております。

→
■燃料系消費量削減

136%
66%
90%
43%

■燃料系消費量（実数値）

136%
90%
121%

54%

■工場の使用代車・営業車を順次燃費の良い車輛に
入替を実施した結果、燃料は総体で減少しています。
ただし、ﾄﾚｰﾗｰ需要の高まりからﾍｯﾄﾞの稼働率が上がり
軽油の消費量が増えつつありあります。
■お客様による「代車への給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」を継続

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　します。
ｶﾞｿﾘﾝ 15.1 14.5 14.7 13.8 13.4 12.3 13.3 13.5 　ガソリン使用量が年々減少しているのは、このｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
軽油 5.7 6.0 5.5 6.0 6.6 6.5 7.8 7.0 　の影響です。
灯油 0.70 0.80 1.30 1.20 1.00 1.00 0.20 0.3

■廃棄物総排出量の削減

■古賀工場では毎年8月に油水分離漕と場内側溝の清掃を
　実施します。大量の汚泥除去で目標修正が必要です。

　しました。綺麗に分別が出来ています。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

3.6 5.9 6.0 6.3 6.6 6.9 10.2 7.9
35 60 63 67 69 73 110 107

年1回の場内水路・排気溝の汚泥除去作業

978

ℓ/百万

汚泥の除去

13,380
7,830
200960

（百万） 481

12,786

平成27年度 平成28年度

547
31.5

（百万） 481

ℓ 5,737 5,953 5,480 6,036

568 589558

26.7

項目 単位 平成27年度

売 上 高

令和4年度

653

208

135,744

令和3年度

589544 551 547 558 568

平成28年度 平成29年度

276 260 245 229

ｋｗｈ 140,850 138,948 135,078145,062

電 気 kwh/百万 293 265 268

144,408 147,630使 用 量

3/72/712/7 1/7

11,592

11,85812,093

12,216

12,120 11,598 13,207

12,234 14,280

4/7

項 目

軽 油 ℓ/百万 13.3
26.9 25.3

令和4年度
653
20.8
10.7

項 目 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
売 上 高

27年比

0.3

481 558 568
24.1 21.7

544 551

1.4 1.5 2.4 2.1 1.8 1.7

27年比

10.0 11.0 11.9 11.6

ガ ソ リ ン ℓ 15,139 14,539 14,737 13,823 13,421 12,337
544 551 547

灯 油 ℓ 685 800 1,329 1,163

項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度

排出量（ｔ） ｔ 34.5 60.0 63.4 66.9 69.2 72.7
廃棄物排出量 (ｋｇ/台数) 3.6 5.9 6.0 6.3 6.6 6.9

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

10.2
110.2

7.9
107.0

令和4年度

6,951
370

0.6

令和4年度
653

13,550

平成30年度 令和元年度 令和2年度

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内部

151,044

売 上 高
令和元年度単位 令和2年度

ℓ/百万

ガ ソ リ ン
（百万）

11.9 10.9

令和3年度

6,622 6,578軽 油

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

灯 油

■令和3年度、廃棄物置き場に屋根を架け、大幅に環境改善

令和3年度
589
22.7

0

50

100

150

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

5.0

10.0

15.0

廃棄物総排出量の削減

排出量（ｔ） 排出量（ｔ） ｔ

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（本社・古賀工場4-2）
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0

200

400

600

800
古賀工場のLED交換効果

売上高 単位使用量kwh/百万

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

20.0 燃料別使用量推移

ガソリン 軽油 灯油

0

5000

10000

15000

12/7 1/7 2/7 3/7 4/7 5/7

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ導入前後対比

交換前 交換後
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■水資源使用量の削減

■大幅に目標を達成できました。
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　取り組んで来た項目
1.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.2 0.7 0.6 　　・元栓閉め忘れの防止
652 748 780 716 826 697 408 420 　　・休日前の元栓ﾁｪｯｸ

　　・夏場の花壇整備中止
　　・ｳｵｰﾀｰｶﾞﾝの使用
　　・蛇口の締め増し
　　・ｳｲﾝｸﾞ車の水漏れﾁｪｯｸ時、水流しっぱなし禁止
　　・地下配管の漏水の修繕・補修実施

■エコ整備（スキャンツール）使用率

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 ●使用率は当面最低ﾗｲﾝの10％を超えましたがまだまだ
964 820 971 1,516 1,459 1,153 1234 1,438 　不足しています。2024年10月からのOBD車検に
10 8.1 9.1 14.4 14.00 11.00 11.40 13.4 　対応できるスキルアップを目指します。

■事故・ミス・クレーム削減

■残念ながら、事故・ミス・クレームは多発してしまい
　ました。原因把握は都度なされていますが、再度見直
　ししていきたいと考えます。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 ■新規取引先の開拓も目標には届きませんでした。
4 12 10 9 12 12 10 17 　営業は、既顧客の管理だけでなく、新規取引先を開拓し
18 21 9 9 7 14 17 9 　それを育てる行動を望みます。

項目

1.4

単位 平成27年度

748 780 716㎥ 652 420

令和3年度

0.7

408826 697

令和4年度

0.6水資源使用量 ㎥/百万 1.4

平成30年度 令和元年度 令和2年度平成28年度 平成29年度

1.4 1.5 1.21.4

使 用 量

項目 令和2年度 令和4年度
1,438

単位 平成30年度平成28年度 平成29年度

スキャン使用 台→％ 10 8.1 9.1 14.4 14 11.0

平成29年度平成27年度 平成28年度

件数 18

平成30年度 令和元年度 令和2年度

21 9 9

令和4年度

17
917

単位

7 14
事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ

新 規 取 引 先

整 備 台 数 台 964 820
令和元年度

13.4
971 1,516

4 12 10件数

1,459 1,153
令和3年度平成27年度
1,234
11.4

令和3年度

109 12 12
項目

0
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
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水資源使用量の削減

水使用量㎥ 単位水使用量㎥/百万
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ｽｷｬﾝﾂｰﾙの使用率

実施率 実施台数

0

5

10

15

20

25

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

5

10

15

20
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新規取引先 事故・ミス・ｸﾚｰﾑ件数

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（本社・古賀工場4-3）
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目標 担当 取組みの評価

■4ｹ年計画（本社・古賀工場） 各年度削減率は対Ｒ4年度比 電気排出係数0.463を使用

環境目標 単位

月1回の全体

清掃日

件数

件数

※軽油使用量については営業上ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾄﾞ1台を配置の為大幅に増加しております。

主な取組み内容
環境経営目標項目

単
位

令和5年度（2023年度）

濱上二酸化炭素排出量
kg-

co2/百
万

・ｴｱｺﾝｺﾝﾄﾛｰﾗｰの設定を強制変更する。

・さらにﾃﾞﾏﾝﾄﾞを1ﾗﾝｸ引き下げるべく、徹底して節電する。

0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用0.463

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制

・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施

ℓ/百万

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

安藤

174

購入電力の排出係数　
・ｷｭｰﾋﾞｸﾙのﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ効果を引き出す。

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）
電力消費量 kwh/百万 205

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

・ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃2回/年

灯油使用量

8.0

・保管場所の徹底と分別管理

ガソリン使用量

中島
久家

20.5
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

軽油使用量

篠崎・事務所の冷暖房使用開始時間の管理（ＡＭ8：15～17：00）
・ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞの導入、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ類の支給

ℓ/百万 10.4

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

ℓ/百万 1.4
・冬場の暖房燃料の削減

篠崎
・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ

高丘
・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨とリサイクル部品業者への循環

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

・ﾘｻｲｸﾙ品として引取り業者に提供

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減 ｋｇ/台数

岡田・ｳｲﾝｸﾞ車の漏水点検時の無駄な使用をﾁｪｯｸ0.5
・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

総排水量の削減 ㎥/百万

椿山サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進
ｴｺ台数/
総整備
台数%

15%

10

安武

・OBD車検制度に向けたトレーニング期間との位置づけ

藤岡
・ﾘｰｽ物件の所在確認と安全対策

3Ｓの推進

・工場の整理整頓・片付けの徹底

・外出、退出時の机上整理

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加

10

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認（本社、営業にも警笛支給）

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減
・事故情報の共有化と水平展開（月次会議の進行変更）

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

・新規顧客開拓の定着（訪問計画の毎週の提出）
井原

・科学的な分析による訪問活動（幹部による同行訪問）
新規取引先数の拡大 件数

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認（組織・命令態勢の検討）

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

174二酸化炭素排出量削減
0%

ｋｇｰCO2／百万 174
-5%

168 166171

電気使用量

-2% -3%

R8年度（2026）Ｒ4年度実績 R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

ｋWh/百万

200%
ℓ/百万灯油使用量

183% 183%
1.4

233%

204 201 199208 205
-1% -2% -3% -4%

1.2 1.1 1.10.6

-1% -4% -5% -5%
ℓ/百万 20.8 20.5 19.9 19.8 19.6

9.8
-3% -4% -7% -9%

10.0

8.0 7.8

ℓ/百万 10.7 10.4 10.3

7.5
1% -1% -4% -5%

kg／台数 7.9 7.6

0.50.5 0.5
-17% -17% -17%-17%

水資源使用量の削減 ㎥／百万 0.6 0.5

16.0%

廃棄物総排出量の削減

30.0%エコ整備・エコ車検の推進 ｴｺ台数/総
整備台数％ 13.4% 15.0%

9 10 10 15 15

← ← ←
苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 17 10 8 5 5
3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視

新規取引稟議の提出

20.0%

軽油使用量

ガソリン使用量

件数

2023年度環境経営目標・環境経営計画

2023～2026中期環境計画（本社・古賀工場4-4）
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目標 実績
目標
評価

担
当

取組みの
評価

× ×
× ×
〇 △
× ×
〇 〇
〇 〇
〇 △
〇 △

■二酸化炭素排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

138 157 165 179 189 185 173 202
292 266 197 167 130 122 126 118

※これまで順調にCO2削減を実行してきましたが、一転単位排出量は増加に転じました。売上増加が要因です。

12,851

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ
電気kg-co2 16,243 16,842 18,755 16,591 11,087

11,056

燃料ℓ-co2 16,541 15,621 13,582 13,278 13,507 12,797
9,728 10,446

11,342

売 上 高 （百万） 138 157 165 179 189 185

Ｃ Ｏ 2排 出 量 kg-co2 32,784 32,463 32,337 29,869 24,595
130 122

22,525

二酸化炭素排出削減 kg-co2/百万 292 266 197 167

項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和4年度

新規取引先数の拡大
・科学的な分析による訪問活動（営業部）

池田 ×
・新規顧客開拓の定着

202
126

21,788

令和3年度

173

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認

池田
・事故情報の共有化と水平展開

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認

件数 5 2 △

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数 1 0

○ ○

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
毎月1回の全員定期清掃・車輛清掃

3Ｓの推進

・外出、退出時の机上整理

・工場の整理整頓・片付けの徹底

佐藤
上原

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減 ｋｇ/台数 2.8 4.9 ×

総排水量の削減 ㎥/百万 0.2 0.7 ×

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進
ｴｺ台数/
総整備
台数%

12.0 12

・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨
・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

・担当者の交替による事務局活動の引き継ぎ
・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

松野 ×

・保管場所の徹底と分別管理

青木 ×

〇

・OBD車検、特定整備に向けたｽｷｬﾝﾂｰﾙ使用ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

・古賀に納車・引取りを依頼し無駄な動きの抑制 ×

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加
上原

灯油使用量 ℓ/百万 1.1 1.4 ×
・冬場の暖房燃料の削減（ベストの支給検討）

安藤 △・事務所の冷暖房使用開始時間の管理
・冬場の温水洗浄機の節水使用

軽油使用量 ℓ/百万 5.0 2.7 〇
・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ
・古賀工場との連携による無駄な活動の抑制

岡〇

ガソリン使用量 ℓ/百万 21.0 22.8 ×
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施
梶野

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

梶野

〇

・厳しい経営方針と全員参加経営の徹底

主な取組み内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

二酸化炭素排出量
kg-co2/
百万 122 118 〇

環境経営目標項目
単
位

令和4年度（2022年度）

・目標値の大幅な引き上げに向けた取組の徹底
池田

〇

購入電力の排出係数　 0.463 0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

電力消費量 kwh/百万 124 118

・売上を増加させ、分母を大きくする。

118
23,907
11,056
12,851

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（箱崎工場 4-1）
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二酸化炭素排出削減 売上高
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12,851, 
54%

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2 燃料ℓ-co2

電気の比率が5％低下しました
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■電気使用量の削減

■2022年売上高が急増し、使用量も増加しました。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

138 157 165 179 189 185 173 202
193 175 186 151 127 114 131 118

■まだまだｴﾝｼﾞﾝも楽しっすよ～！

■燃料系消費量削減
27年比

146%

64%

21%

70%

■燃料系消費量（実数値）

146%

94%

32%

99%

■これまで、ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾞを所有していなかった箱崎工場も
2023年度よりﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾞを1台運用を開始しました。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 よって、今後は軽油の使用が増加します。
### ### ### ### 24.8 ### 24.2 ###
### 9.4 6.4 6.0 4.6 5.0 2.4 2.7 ■小型車輛整備を多く手掛ける為、ｶﾞｿﾘﾝは増加します。
2.0 1.8 1.2 1.3 0.7 1.8 1.3 1.4

※数年に渡り、「代車への給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」を実施
　して来ましたが、減少は頭打ちになって来ました。

■廃棄物総排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

2.7 3.5 4.2 3.2 3.7 4.3 3.9 4.9
13 18 22 17 22 24 22 30

古い工場ですが、整理整頓に努めています

4.9

令和3年度

3.9
22.4ｔ 13.2 17.7 24.121.6 17.3 22.4

(ｋｇ/台数) 2.7 3.5 4.2 3.2 3.7 4.3廃棄物排出量

平成30年度 令和元年度 令和2年度項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 令和4年度

排出量（ｔ）

224

4,877 4,758
4161,064

ℓ

1,723 1,477 1,047
280 280 190 240 140

189 185売 上 高 （百万） 138 157
4,259 4,6904,462ガ ソ リ ン

軽 油
灯 油

ℓ

ℓ

項 目 単位 平成27年度 平成28年度

ℓ/百万 12.5 9.4
ℓ/百万 2.0 1.8

157
35.5 30.3ℓ/百万

165 179
項 目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度単位 平成27年度

1.2

27.1
6.4

令和4年度
202
22.8
2.7

23.8

平成29年度 平成30年度

22.2

0.7
5.0
1.8

24.2
2.4
1.3

電 気 kwh/百万 193 175 186
使 用 量 ｋｗｈ 26,498 27,474 30,596

151 127 114
27,065 23,947 21,011

118
23,879

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

157 165 179 189 185

項目 単位 平成27年度
（2015）

売 上 高 （百万） 138

令和3年度
（2021）

173

131
22,562

令和4年度
（2022）

202

令和3年度

173

29.7

売 上 高
ガ ソ リ ン
軽 油
灯 油

令和3年度
138 165 179 189 185 173（百万）

6.0
1.3

24.8
4.6

令和元年度 令和2年度

277

4,109 4,175
865

1.4

令和4年度

202
4,614
552918

340

0

20

40

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

2.0

4.0

6.0
廃棄物総排出量の削減

排出量（ｔ） 廃棄物排出量 (ｋｇ/台数)

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（箱崎工場 4-2）
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■水資源使用量の削減

■使用量が急増しました。年間を通して洗車使用が
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　拡大しています。
0.9 0.8 0.4 0.3 0.4 0.5 0.8 0.7 　　・元栓閉め忘れの防止
63 60 59 58 79 92 139 145 　　・休日前の元栓ﾁｪｯｸ

　　・洗車の時間短縮

漏水防止のため、毎日元栓を締めて帰ります
ｵﾝﾎﾞﾛ元栓で恥ずかしいですが

■エコ整備（スキャンツール）使用率

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 ■使用率は11.9％と各工場と肩を並べることが出来ました。
395 190 232 432 369 599 623 723 　今後スタートする特定整備やＯＢＤ車検に向け全先に
8 3.7 4.5 8 6.1 11 11.0 12 　スキャン使用を実行していきます。

　

■事故・ミス・クレーム削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

0 2 0 1 3 1 4 0
4 3 0 3 3 2 2 2

■新規取引先の増加は箱崎工場では難しい項目ですが、
　2件の成果となりました。
　箱崎工場らしい「気配り」で育てて欲しいものです。

項目

■4期ぶりに、事故・ミス・ｸﾗｰﾑが0件となりました。

1 3 1

令和2年度平成30年度

　来期以降も全員で継続していきます。

2 0
3 23 22件数

事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ 件数

単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度

4 3 0
4 00

6.1 10.7
整 備 台 数 台 395 190

平成28年度 平成29年度 令和2年度
623
11.0

項目
432

スキャン使用
率

8.0 3.7 4.5 8.0
369 599

平成30年度 令和元年度 令和3年度単位 平成27年度 令和4年度
723
12.0台→％

92
水資源使用量 ㎥/百万 0.9

平成30年度 令和元年度 令和2年度項目
0.8

平成27年度 平成28年度

0.5
令和3年度

0.8
139

0.40.4 0.3
平成29年度

㎥ 63 60使 用 量

232

単位 令和4年度
0.7

新 規 取 引 先

令和4年度令和3年度令和元年度

59 58 79 145

0

100

200

平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0.0

0.5

1.0
水資源使用量の削減

使用量㎥ 単位使用量㎥/百万

0

5

10

15

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

200

400

600

800
ｽｷｬﾝﾂｰﾙの使用率

スキャン使用率 台数

0

2

4

6

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
0

2

4

6
事故・ミス・クレーム削減

新規取引先 事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ件数

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（箱崎工場 4-3）
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有川

■4ｹ年計画（箱崎工場） 各年度削減率は対Ｒ4年度比 電気排出係数0.463を使用

月1回の全体

清掃日

件数

件数

※軽油使用量については営業上ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾄﾞ1台を配置の為大幅に増加しております。

環境目標 単位 Ｒ4年度実績 R5年度（2023）
R6年度
（2024）

R7年度
（2025）

R8年度（2026）

環境経営目標項目
単
位

令和5年度（2023年度）

目標 主な取組み内容 担当 取組みの評価

・工場の整理整頓・片付けの徹底

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認（組織・命令態勢の検討）

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

・事故情報の共有化と水平展開（月次会議の進行変更）

青木
松野
岡

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数 1

5 5

← ← ←
苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 0 1 1 1 1
3S活動の推進 3Ｓの実施 実施状況監視

+81％ +74％

2 3

-29%

118

新規取引稟議の提出 2

㎥／百万 0.7

ℓ/百万 1.4

エコ整備・エコ車検の推進 ｴｺ台数/総
整備台数％ 12%

0% -2% -4% -8%

0.5 0.5水資源使用量の削減

4.7 4.5

-14%
0.40.6

-29% -42%

12%

+66％ +55％
軽油使用量 ℓ/百万 2.7

4.9 4.7 4.5 4.2

廃棄物総排出量の削減 kg／台数 4.9 4.9 4.8

1.2 1.2

20.8 20.3
-9% -11.0%-2% -7%

ガソリン使用量 ℓ/百万 22.8
22.3 21.3
-15% -15%

-2% -4%
114

ｋｇｰCO2／百万 118
122

二酸化炭素排出量削減
+3％ 0%

118 116

-22% -22%
灯油使用量

115 115 114
電気使用量

116
-2% -3% -3% -4%

1.11.1

ｋWh/百万

新規取引先数の拡大 件数
・新規顧客開拓の定着（既存先からの紹介運動）

池田

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認（本社、営業にも警笛支給）

3Ｓの推進

・外出、退出時の机上整理

・水道配管の全面的張替え
0.6

・毎日元栓を閉めて帰る（漏水防止）

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加
・ｽｷｬﾝﾂｰﾙを利用した顧客への提案サ

ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進
ｴｺ台数/
総整備
台数%

12

2

㎥/百万

ｋｇ/台数

佐藤

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減

総排水量の削減 ・洗車時間の短縮

・ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞの導入、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ類の支給

4.9

・保管場所の徹底と分別管理

佐藤
・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨
・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理
･ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑへの参加による不良品の再販

軽油使用量

ガソリン使用量

電力消費量 kwh/百万 116

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

・事務所部門のｴｱｺﾝの使用時間の制限（ＡＭ８：１５～17：00）
・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)

二酸化炭素排出量
kg-

co2/百
万

122
・各項目を細かくルール付けし、問題点を洗い出していく

購入電力の排出係数　二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ

・事務所の冷暖房使用開始時間の管理（ＡＭ8：15～17：00）

・残業を大幅に削減し無駄なＣＯ2の排出を抑制する

・古賀工場との連携で古賀工場が動く体制を望む

・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施

ℓ/百万 22.3
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

・初めてﾍｯﾄﾞを保有したので、燃料管理の徹底をする

ℓ/百万

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

ℓ/百万 1.2灯油使用量

15% 30% 30%

板越・工場路盤工事により作業効率が改善し、残業削減等で対応する

伊東

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制

梶野

梶野

・冬場の暖房燃料の削減（ベストの支給検討）
飯田

0.463 0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

上原

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
・挨拶の徹底

池田

4.9

2023年度環境経営目標・環境経営計画

2023～2026中期環境計画（箱崎工場 4-4）
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目標 実績
目標
評価

担
当

取組みの
評価

〇 ○
○ 〇
〇 〇
〇 〇

○
○
〇
〇

■二酸化炭素排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

386 415 424 446 466 449 483 521

292 302 306 256 227 239 239 239

売上高の増加の割りにCO2排出量が抑えられている 他工場より圧倒的に燃料系消費量が多い

87,947

96,459

28,003

燃料ℓ-co2 51,909 83,412 87,848 76,635 78,948
27,900

二酸化炭素排出削減 kg-co2/百万 292 302 306 256

79,302
ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2 25,511 40,550 41,914 37,559 26,695

239
115,584
27,637

kg-co2 121,760 123,962 129,762 114,194 105,643
227 239

107,202

項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

466 449売 上 高 （百万） 386 415 424 446

令和3年度

483

令和4年度

521
239

124,462Ｃ Ｏ 2排 出 量

毎月1回の全員定期清掃・車輛清掃

・外出、退出時の机上整理

・OBD車検開始に備えてのトレーニング期間開始

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減 ｋｇ/台数 5.6 5.4 〇

総排水量の削減 ㎥/百万 1.0 1.1 ×

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

エコ車検・エコ整備の推進
ｴｺ台数/
総整備
台数%

12% 4.4% ×

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認

・科学的な分析による訪問活動又は既存客からの紹介

×

・新規顧客開拓の定着

・事故情報の共有化と水平展開

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

牧野

× 牧野 ○

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認

3Ｓの推進

新規取引先数の拡大 件数 15 9

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減 件数 5 6

・工場の整理整頓・片付けの徹底

元島 ○・ｳｲﾝｸﾞ車のキール点検時の水道出しっ放し禁止

・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

〇・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理
有川

・保管場所の徹底と分別管理

村田

灯油使用量 ℓ/百万 18.4 17.2 〇
・冬場の暖房燃料の削減（ベストの支給検討）

深松 ○・事務所の冷暖房使用開始時間の管理
・冬場の温水洗浄機の節水使用

ℓ/百万 33.0 43.3 ×

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

尊田 △

・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨と部品リサイクルシステム参加

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ
・新門司港への納引きの効率化

ℓ/百万

・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施
高巣 〇

・事務所ｴｱｺﾝの交換と設定温度を決め実行する（26℃～22℃）

軽油使用量

・不使用ｴﾘｱの消灯と、不使用時間帯の消灯、間引き点灯
矢野 〇

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)

133 116.3 〇

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制

・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

ガソリン使用量

電力消費量 kwh/百万

14.5 12.4 〇

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

二酸化炭素排出量
kg-co2/
百万 228 239.3 ×

環境経営目標項目
単
位

令和4年度（2022年度）

・徹底した電気の使用量削減による目標管理

栃原
○

・都市高速、高速利用によるルートの多様化

・軽油の使用量削減に対策の着想

購入電力の排出係数　 0.463 0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

・新工場建設に向けた電力使用量の調査

96,459

主な取組み内容

28,003

・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

定野 △

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（北九州支店・小倉工場4-1）
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二酸化炭素排出削減 売上高

28,003, 22%

96,459, 78%

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾗﾝｽ

電気kg-co2 燃料ℓ-co2

電気の比率が2％低下しました
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■電気使用量の削減

27年比

135%

67%

91%

■今期も、工場建替え計画もある中で、大きな修繕
　は抑制しました。
　 電気使用量削減に向けても効率的な動きや節電により
　 売上高が前年比8％増加したにもかかわらず、電気
 　使用量は+1.3％に抑制できました。

■平成27年頃から10％程度使用量が削減出来ている
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度    のはちょっと自慢です。
386 415 424 446 466 449 483 520
173 161 161 137 124 134 124 116

新型ｻｰﾋﾞｽｶｰ

■燃料系消費量削減
27年比

135%

56%

114%

71%

■燃料系消費量（実数値）

27年比

135%

77%

154%

96%

■新門司地区への納引き増加によりﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾞの
　稼働が増え、軽油の使用量が大幅増加しています。
　次年度も1台追加予定で目標値を修正しました。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

22.0 26.7 18.1 15.0 15.1 13.6 13 12

38.0 37.4 39.3 34.3 33.5 37.6 40.3 43.3 代車に貼られたｷｬﾝﾍﾟｰﾝｼｰﾙ

24.2 23.0 24.8 18.8 18.6 18.6 18 17

■ｶﾞｿﾘﾝの減少はこのｷｬﾝﾍﾟｰﾝｼｰﾙのおかげで、お客様
　が自走行分の燃料を補充して返却いただけます。
　本当に助かります。

■廃棄物総排出量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

11.6 12.8 5.9 6.2 6.1 5.7 5.6 5.4
32 39 39 47 49 46 48 47

←代車美化活動

チェックリスト

令和3年度

5.6
48.0

令和3年度

483

124

59,691

令和3年度
483
13.2
40.3
18.4

令和3年度
483

6,359
19,475
8,858

16,675軽 油 15,621
8,687 8,361

（百万）

8,404
15,362 15,293

排出量（ｔ） ｔ 31.9 38.8 39.4 46.6 49.0 45.5

平成30年度 令和元年度 令和2年度

6.2 6.1 5.7廃棄物排出量 (ｋｇ/台数) 11.6 12.8 5.9
項目 単位 平成27年度 令和4年度平成28年度 平成29年度

ガ ソ リ ン 6,093
446424 466 449

16,888

386 415

軽 油 ℓ/百万 38.0 37.4
24.8 18.8

平成28年度単位 平成27年度 平成29年度 平成30年度

34.3 37.633.5

9,427 10,531

7,023

令和2年度令和元年度

18.618.6

ℓ 14,616
灯 油 ℓ 9,303

項目

ガ ソ リ ン
売 上 高 415

39.3
23.0ℓ/百万 24.2灯 油

60,261使 用 量 ｋｗｈ 66,261 66,151 68,376 61,271 57,657

電 気 kwh/百万 173 161 161

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

415 424 446 466

137 124 134

449

項目 単位 平成27年度

売 上 高 （百万） 386

令和2年度

13.6ℓ/百万 22.0 26.7 18.1 15.0

令和元年度

5.4
47.0

令和4年度

521

116

60,482

令和4年度
521
12.4
43.3
17.2

令和4年度
521

6,468
22,536
8,950

15.1
449424 446 466

平成29年度 平成30年度単位 平成27年度 平成28年度

（百万） 386

項目
売 上 高

ℓ 8,444 8,444 7,686 6,701
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廃棄物総排出量の削減

排出量（ｔ） 廃棄物排出量 (ｋｇ/台数)

2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（北九州支店・小倉工場4-2）
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■水資源使用量の削減

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 　削減に継続して取組みます。
2.2 2.0 2.0 1.3 1.2 1.3 1.0 1.1 　　・元栓閉め忘れの防止
838 816 828 595 572 576 505 572 　　・休日前の元栓ﾁｪｯｸ

　　・ｳｲﾝｸﾞ車点検時の水の出しっぱなし点検

ｳｲﾝｸﾞ車のｷｰﾙ水漏れ点検

■エコ整備（スキャンツール）使用率

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 ■使用率は4.4％と3工場中で最下位となりました。
123 328 245 595 798 815 677 387 　2024年スタートする特定整備やOBD車検に対応する
2.2 5.4 3.7 7.9 10 10.2 7.9 4.4 　準備トレーニングの為飛躍的な実施率を目指して

　いきます。

■事故・ミス・クレーム削減 古い工場ですがいつもきれいに片付いてます。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 ●整備上のミス・クレームは年々削減できてきました。
8 7 10 9 22 15 7 6 　6件のﾐｽ・ｸﾚｰﾑ件数ですが5件は接触に起因するもので
7 16 16 4 6 15 12 9 　さらに注意をしていけば必ず0になると思います。

●新規取引先開拓はやや減少ペースです。
　長期間かけて大口先の開拓に成功する等地道な行動が
　できています。
　　※例）商船三井ﾌｪﾘｰさんふらわぁ

令和3年度

7
12

令和3年度
677
7.9

新 規 取 引 先 件数 7 16 16 4 6

項目 単位 平成27年度

台 798
2.2

9

平成30年度 令和元年度

9 22 15
平成28年度 令和2年度 令和4年度

6
15

事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ

平成29年度

件数 8 7 10

815使 用 台 数 123 328 245 593
スキャン使用 台→％ 10.25.4 3.7 7.9 10.0

項目 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

■以下の項目を中心行動として水資源の使用量

2.0 1.95 1.3 1.2

平成27年度 平成28年度

使 用 量

令和3年度

1.0

505816

平成29年度

水資源使用量 ㎥/百万 2.2

平成30年度 令和元年度 令和2年度

576

1.3

項目 単位

828 595 572㎥ 838

令和4年度

387
4.4

令和4年度

1.1

572

令和2年度
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2022年度環境経営目標・環境経営計画・実績と評価（北九州支店・小倉工場4-3）
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目標 担当 取組みの評価

■4ｹ年計画（北九州支店・小倉工場） 電気排出係数0.463を使用

環境目標 単位
ｋｇｰCO2／百万

月1回の全体

清掃日

件数

件数

※軽油使用量については営業上ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾄﾞ1台を追加配置（計3台）の為大幅に増加しております。

実施状況監視

エコ整備・エコ車検の推進 ｴｺ台数/総
整備台数％ 4.4% 10.0% 15.0% 30.0% 30.0%

新規取引稟議の提出 9 10 10 10 10

← ← ←
苦情・事故・ﾐｽ・ｸﾚｰﾑ削減 6 5 5 4 4
3S活動の推進 3Ｓの実施

5.0 4.9
-4% -6% -7% -10%

廃棄物総排出量の削減 kg／台数 5.4 5.2 5.1

0%
水資源使用量の削減 ㎥／百万 1.1 1.1

-10%
1.1 1.0
0% -10%

1.0

49.0
+22 +18 +15 +13

軽油使用量 ℓ/百万 43.3 52.9 51.0 50.0
-3% -4% -5% -6%

ガソリン使用量 ℓ/百万 12.4 12.0 11.9 11.8 11.7

16.8 16.716.9
-5%-2% -2%

16.3
ℓ/百万 17.2

-3%
灯油使用量

114 113電気使用量 ｋWh/百万 116 115
-1% -1% -2% -3%

115

二酸化炭素排出量削減

3Ｓの推進

苦情・事故・ミス・ｸﾚｰﾑの削減

エコ車検・エコ整備の推進

新規取引先数の拡大

牧野
・安全衛生・整理整頓確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
低
減

・OBD車検に備えてのトレーニング開始

・工場の整理整頓・片付けの徹底

・ｽｷｬﾝﾂｰﾙの利用率増加　　・OSSへのスムーズな移行
定野

ｴｺ台数/総
整備台数% 10%

・ﾊﾞｯｸ誘導の徹底と周囲の安全確認（降車確認の励行）

・指差し呼称、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等による再確認（組織・命令態勢の検討）

・事故後の実地研修、指導徹底と問題点の洗出し

栃原件数
・科学的な分析による訪問活動（幹部による同行訪問）

・事故情報の共有化と水平展開
5

10
・新規顧客開拓の定着（訪問計画の毎週の提出）

尊田件数

+7% +6% +4%
256 253 249

Ｒ4年度実績 R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

239

R8年度（2026）

262
+10%

・事務所の冷暖房使用開始時間の管理（ＡＭ8:15～17:00）
・ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞの導入、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ類の支給

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理
ｋｇ/台数

・毎週の工場周辺清掃

・外出、退出時の机上整理、新工場の顧客対応はどうあるべきか検討

上野・ｳｲﾝｸﾞ車の漏水点検時の無駄な使用をﾁｪｯｸ総排水量の削減 ㎥/百万 1.1

資
源
削
減

廃棄物排出量の削減 深松
・中古・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品の使用推奨とリサイクル部品システムへの参加

灯油使用量 ℓ/百万 16.9
・冬場の暖房燃料の削減（防寒ｲﾝﾅｰの着用推奨）

矢野

軽油使用量

ℓ/百万

ℓ/百万 高巣
・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨と、無駄な納車・引取りのｾｰﾌﾞ
・高速、都市高速利用による短時間、効率運行

・営業活動の情報共有化による無駄な動きの抑制ガソリン使用量 12.0
・ｶﾞｿﾘﾝの使用状況のﾁｪｯｸ

村田
・代車への「給油返却ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の継続実施

・事務所部門のｴｱｺﾝの使用時間の制限（ＡＭ８:15～17:00）
電力消費量 kwh/百万 115

・不要電力の消費抑制・使用管理、こまめな節電行動

・ﾗﾝﾄﾞﾘｰ・温水洗浄機の待機電力削減（休日の電源OFF)
有川

購入電力の排出係数　 0.463

稲田
・軽油の使用量増を他部門で吸収する

0.613→0.463へ2019年度より比較の為0.463を継続使用

環境経営目標項目
単
位

令和5年度（2023年度）

二酸化炭素排出量
kg-co2/
百万 ・環境型の新工場プランを立案・提案する

主な取組み内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

262

各年度削減率は対Ｒ4年度比

5.2

・保管場所の徹底と分別管理

52.9

・軽油使用量の毎月ﾁｪｯｸ

・元栓の確認励行と休日前閉め忘れ点検

2023年度環境経営目標・環境経営計画

2023～2026中期環境計画（北九州支店・小倉工場4-4）
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■ 主な環境関連法規の遵守状況

　■当社の事業活動に関する環境関連法規の遵守状況を確認した結果。違反はありませんでした。

　■また、関係機関などからの違反などの指摘や利害関係者からの訴訟もありませんでした。

判定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

■ コンプライアンス経営の推進について

組織図に示したとおり、コンプライアンス委員会を構成しコンプライアンス意識の徹底を図っています。

■ コロナ感染拡大の為、今期はｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の開催は中止しました。
■ その他の、勉強会等多くを中止せざるを得なくなりました。

当社「中期経営計画」のﾍﾟｰｼﾞ

ESG経営を「基本戦略」としEA21をﾒｲﾝ活動に

据えています。

小倉工場も省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰの診断を受けました。 ミス・ｸﾚｰﾑ・事故発生時には報告書を提出

その後、水平展開をはかります。

　　遵守状況の確認及び評価の結果

委託契約書の締結済み

業者登録済み
使用済み自動車の適正処理実施

下請け会社の管理下（記録簿）

健康診断の実施状況確認と保管
作業環境測定の記録・保存済み

特定施設の設置届出済み　　　※1回/3年

特定施設の設置届出済み　　　※1回/3年

特定施設の設置届出済み

※自主規制値を用い1回/年実施

特定施設の届出
騒音測定と記録

要求事項

騒 音 規 制 法

水質汚濁防止法

廃 棄 物 処 理 法

振 動 規 制 法

下 水 道 法
水質測定と記録　　※水濁法にお

いては水量50㎥/日未満のため該当しな

い

適用法

廃棄物の適正処理
処理委託業者との契約締結

特定施設の届出（自動式車輌洗
浄装置）

特定施設の届出
振動測定と記録

少量危険物貯蔵所届出済み
防火管理者の届出済み
消防設備点検2回/年契約済み

簡易定期点検の記録と保存の確認
簡易定期点検または簡易定期点
検+有資格者の定期点検

自動車 ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ 法

化 管 法

労働安全衛 生法

※省令・自治体等が定めた条例及び規則について確認しております。

消 防 法

フロン排出抑制法

特殊検診の実施と報告
作業環境測定に実施と記録

少量危険物貯蔵所の届出
防火管理者の届出
消防設備点検記録の提出2回/年

特定化学物質の排出量と移動量
の把握と記録

廃棄車輌の適正処理

コンプライアンスの遵守

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会
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評価者 代表取締役　多良木　通康

中島環境管理実施責任者（古賀工場長）、池田環境管理実施責任者（箱崎工場長）

提出した情報（資料等） ①環境経営ﾚﾎﾟｰﾄ（令和4年版）、②文書・記録、③事故・苦情・ミス報告書、

④環境活動計画と取組結果（集計表）　■web研修室モニタを使用しての幹部勉強会

■全社のｃｏ2削減項目は僅かに目標を上回りました。しかし、古賀・小倉工場における

環境関連法規等の ■関連法規等の遵守状況に問題はなかった。

遵守状況

■今期は、環境に影響する苦情はなかったものの、整備ミスが古賀工場で多発した。

する苦情や要望 　高額の修理ミスもあったが、接触事故が減少できないのが残念。（特に出先での事故）

経営環境ｼｽﾃﾑ

が有効に機能 　3ｹ月毎の進捗状況を経営会議で発表しているが、工場毎に温度差がる。

しているか ■昨年から課題としていたEA21の全社員への啓蒙は新入社員のみの実施に終わった。

　新人担当者研修もコロナで開催されず、web研修もあったが初心者には難し過ぎた。

■新規に導入した「キュービクル」の電気使用量効率が少々上がった。

環境への取組は

適切に実施され ■世の中は何かとSDGSと言うが、我々中小企業はEA21の方が取組みやすい。

ているか

環境方針変更

の見直しの必要性

　　　　　　■無☑無

■2022年度（令和4年度）が今中期環境目標の最終年になった。次期4ｹ年計画を作成した。

環境経営計画見直し

の必要性　　■有☑有

実施態勢の見直し

の必要性　　□有☑有

評価および見直しの実施年月日

評価および見直しに参加した人

環境目標の達成状況

環境活動計画の実施

及び運用結果

評価

外部からの環境に関

環境経営目標及び

■CO2排出集計表（3か月毎）や産業廃棄物一覧表は共有ファイル化した。

■ea21を目的としたものではないが、古賀工場のキュービクル（変圧器）を交換し大幅に

　新人担当者も加える等工夫をしたい。

■当面、見直す予定はない。

　箱崎工場にもトレーラーヘッドを配置した。軽油使用量は急増が見込まれる。

■コロナ禍も下火になり、EA21担当者会議を復活する。

■その中で軽油の使用量削減及び産業廃棄物削減目標は中期計画において見直した。

　商圏の拡大により、トレーラーヘッドの走行距離が延び、軽油使用量が格段に増加した。

■次期、4ケ年計画で軽油の使用量については見直しを実施した。

■古賀小型車整備棟の遮熱塗装効果やｷｭｰﾋﾞｸﾙの入替効果を測定したい。

■新人のEA21教育は実施したが、初めての経験で理解が進まない様子である事から方向性を転換する。

　ダウンサイジング（約40％）を図った。導入結果は今後記録検討していく。

令和5年6月2日

■令和2年度～工場表彰制度にＥＡ21ポイントを盛り込み、ＥＡ意識を高めた。

　前年比16％の伸び、小倉工場では20％の伸びとなった。一方でガソリンや灯油は「お客様

　による給油返却キャンペーン」が要因か、使用量も減少している。

石田環境管理責任者、濱口副環境管理責任者、牧野環境管理実施責任者（小倉工場長）

　また、増加する入庫の影響により廃棄物量も併せて増加している。

■軽油の使用量については、小倉工場が商圏から遠い事もあり、またトラクターヘッド車輛を

　軽油使用量の増加にが著しく、今期はトレーラーの車検台数が増加し、古賀工場では

■基本項目については基本的行動は定着できている。

■各工場間で取組みにバラツキが出て来た。

　1台増車にたことから、計画の見直し要請を受け、軽油使用については各工場共に大幅に

　見直しを図った。結果今4ｹ年計画のCO2の総排出量は増加計画を余儀なくされた。

代表者による全体評価と見直しの結果
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■第69期も、全員のおかげで、売上高・利益共に過去最高を達成する事が出来ました。

　各部、各工場、各部門が自主的に真剣に取り組んでいる結果だと思います。

●EA21の審査人の先生方にも、今後も多くのご指導・ご意見をいただければと思っております。

令和5年6月

九州安全モーター株式会社　代表取締役社長　多良木　通康

　おわりに

■co2の削減は全体ではまずまずの結果で終わりました。わたくしども中小企業では、4ｹ年計画に際して

　大きな変動はないものと思っていましたが、お客様や商圏の拡大につれて、ﾄﾗｸﾀｰﾍｯﾄﾞと言う牽引ﾄﾗｯｸの

　需要が高まり、それにつれて燃料の「軽油」消費量が急拡大するため、現場から目標値の修正依頼があがる

　ほどでした。

■今期から新計画を目標にco2削減に取り組んでいきます。直接co2削減に繋がらなくても、会社の経営上

■小倉工場の建替えについても2023年には着手したいと考えておりましたが、昨今の物価の高騰を受け

　と言う宿題を投げかけ、コメントを聴取しております。

　の問題解決の手法としていきたいと考えます。

　ちょうど、「中期計画」の見直しにかかりましたので、「軽油」消費量を試算しましたが、残念な事に

　これまで積み上げて来たCO2削減実績が一度に逆戻りする辛い予想となりました。

　何か、他の部門で吸収できないかと検討を重ねましたが、見つからず止む終えず目標を修正させていただき

　ました。残念です。また一からやっていくしかありません。

　ゆっくりとしたペースで進めております。その中で、社員と「環境配慮型整備工場」とはどうあるべきか？

代表者による全体評価と見直しの結果・・おわりに

福岡市東区アイランドシティ
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